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新 しい時 代 に  
 

平成から令和に元号が変わり半年余りが経ちます。令和の出典は万葉集の「初春の令月にして、

気淑く風和ぎ・・・」で、意味は「人々が美しく心を寄せ合う中で文化が生まれ育つ」ということ

でした。まだまだ初声を上げたばかりの新しい時代ですが、どこか日本らしく何か新しい希望を感

じずにはいられませんでした。 

学校教育においても、来年度の令和２年度から小学校で、令和３年度から中学校で新学習指導要

領による新たな教育が完全実施されます。これは「Society（ソサエティ）5.0」であるとか、予測

困難な時代とか言われる２０３０年頃の社会で活躍する子どもたちを想定したものになっています。

改訂のポイントの一つが、『社会に開かれた教育課程』と言われるもので、よりよい社会を創るとい

う目標を学校と社会が共有し、必要な教育内容を社会との連携・共同によって実践していくという

もので、キーワードは連携です。 

では、連携を図るためにはどうしたらよいのでしょうか。「連携」とは、連絡を密に取り合って、

一つの目的のために一緒に物事をすることです。そのためには、物と物、人と人とのつながりが欠

かせないことはもちろん、連絡を密にするときには、やはり心と心のつながりが大切になってくる

と思います。 

井原市ふれあいセンターでは、令和元年度のテーマを「人間性豊かな人づくり」とし、井原市東

部地区の生涯学習の拠点として様々な活動を行っています。２９年ぶりに荏原小学校に勤務するこ

とになり、子どもたちを通してふれあい七夕祭りや絵画教室、ふれあいコンサートに参加させてい

ただくことができました。参加している子どもたちは熱心に活動し、笑顔になっていました。何も

上記のような難しいことを考えなくても、教室やイベントに参加して、目の前にあることに目を輝

かせている姿はまさにふれあいを実感しているのだと思いました。そこで、日頃から子どもたちが

できる地域とのふれあい・連携の一つに『挨拶』があると思います。自分から進んで挨拶をして心

のふれあいをもつことができる子どもを学校、家庭、地域が連携して育てていきたいと考えていま

す。 

まだ「令和最初の・・・」という言葉が使えます。最初だけではなく、これからもますますいろ

いろな世代の人が交流・連携し、美しく心を寄せ合うことによって、文化が生まれ育つふれあいセ

ンターの活動になるようにご支援をお願いします。 

 

令和元年１２月 井原市ふれあいセンター運営委員会 副会長 弓取錦也 

（井原市立荏原小学校長） 
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みみんんななでで押押しし花花アアーートトをを  
今今年年度度はは、、夏夏休休みみ中中のの７７月月２２７７日日（（土土））にに「「みみ

んんななでで押押しし花花アアーートトをを」」をを実実施施ししたたととこころろ参参加加人人

数数もも大大幅幅にに増増ええ、、盛盛況況ととななりりままししたた。。  

子子供供もも大大人人もも、、最最初初かからら最最後後ままでで熱熱心心にに作作品品作作

りりにに取取りり組組んんででいいままししたた。。親親子子でで相相談談ししななががららアア

イイデディィアアをを

出出しし合合いい、、和和

ややかかなな雰雰囲囲

気気でで押押しし花花アアーートトにに取取りり組組んんででいいるる様様子子ははととててもも微微

笑笑ままししくく感感じじらられれままししたた。。作作品品のの出出来来栄栄ええがが素素晴晴ららしし

くく、、講講師師のの先先生生もも感感心心ししてておおらられれままししたた。。  

  

  

小小学学生生絵絵画画教教室室  
猛暑の夏休みでしたが、８月１日(木)・２日（金）に６７名の小学生が参加して「絵画教

室」が開催されました。 

自分で描きたい題材を準備し、下書きを済ませたあ

と、色を付けていきました。多くの児童が熱心に絵画

の制作に取り組んでくれました。分からないところは

講師の先生に詳しく教えてもらいながら色を重ねて

いき、二日目の終わり頃には自分で満足のいく作品が

できあがりました。二日間よく頑張ったと講師の先生

からお褒めの言葉をいただきました。 

  

ふれあいニュース 
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ふふれれああいいココンンササーートト  
９月２８日（土）に、マム＊ハーモニーの皆さんをお招きし、「ふれあいコンサート」を

開催しました。観客は美しい歌声、連弾、ハーモニーに魅了されました。 

後半は、大人も子供も一緒になって音楽を楽しみました。中でも演奏者と参加者みんなで

ジェスチャーを交えて歌った「パプリカ」は大好評でした。 

小さなお子さんもリズムを楽しめるよう講師の方が優しく体にタッチしてくださいま

した。温かい雰囲気に包まれた、素晴らしいコンサートになりました。 

ここぎぎんん刺刺繍繍教教室室  

「こぎん刺繍教室」を、10 月１２日、１９日、

11 月９日の３日間、いずれも土曜日の午後に開催

したところ、１２名の皆さんが受講されました。こ

ぎん刺繍というのは、青森県津軽地方に伝わる伝統

的な刺繍です。教室の初日は、講師の先生の作品を

見せていただいた後、自分の作りたいテーブルクロ

スをイメージして、生地の色や糸の色を考えながら

材料を選びました。受講生は、一針一針ていねいに

刺繍をし、一つ目の作品に取り組んでいました。講

習後にも時間をかけて作り上げた作品は、２月のふれあいセンターまつりに展示される予定

です。 

後後期期パパソソココンン講講座座  
 

「後期パソコン講座」を、1１月７日(月)から2８日(木)

まで6回にわたって開催しました。この講座はパソコン

の初心者を対象としており、今回の受講生は８名でした。

写真データやインターネットの素材を活用した年賀状

づくり（ワード使用）が今回の内容でしたが、受講生は、

講師の先生にいろいろと質問しながら熱心に取り組ん

でいました。 
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フラダンスは自然への感謝やALOHA（愛）

を手で表し、ゆったりと心地よい音楽に合わ

せて身体を動かします。大地の踊りと呼ばれ

るフラは、体幹も鍛えられます。年齢に関係

なく始められます。ハッピースマイルで元気

に人生を過ごしたい方、一緒に踊ってみませ

んか？ 

 

 
    

月日（曜） 主 な 行 事 

1月 ４日（土） 小学生習字教室 

２月 ９日（日） ふれあいセンターまつり 

３月１４日（土） 大人の料理教室 

 

予約の必要な体験教室があります。原則として先着順で受付し、定員になりしだい締め切

ります。材料費等が必要な場合もありますので、詳細は随時配布されるチラシ等でご確認く

ださい。不明な点は、井原市ふれあいセンターへお問い合わせください。 

  井原市ふれあいセンター ＴＥＬ ０８６６－６３－２９２９ 

    （行事は上記の予定で開催しますが、やむを得ず変更する場合があります。） 
 

ふれあいセンターのホームページ

（HP） 

センターのホームページを一新して、パソコ

ンやスマートフォンで閲覧できるようにしてい

ます。行事予定や各種講座の募集、同好会等の

活動状況などを随時お知らせいたします。ぜひ

ご覧ください。 

 

 

これからの主な主催行事予定 

同好会の活動紹介 

フラダンス 


